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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第１回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２７年６月９日（火）午後６時 ～ ７時３０分 

開 催 場 所 中部地区会館４０２学習室Ｂ 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：安島イツ子、豊泉良、林喜代三、原田美智子、池谷光二、福岡祐

子、水上玲子、山内実、吉田邦子 

欠席者：菅原典子 

（事務局）協働推進課長、協働推進課主事 

報 告 事 項 

１ 平成２７年度ＹＯＵ・Ｉフォーラムについて 

２ 武蔵村山市第三次男女共同参画計画について 

３ 第二次男女共同参画計画-男女ＹＯＵ・Ｉプラン-平成２６年度推進状

況調査報告書について 

議 題 

１ 平成２７年度年間活動テーマについて 

２ 平成２７年度年間スケジュールについて 

３ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

 

１ 平成２７年度年間活動テーマについて 

  「地域社会における男女共同参画の推進」に決定した。 

 

２ 平成２７年度年間スケジュールについて 

  デエダラまつりまでは活動テーマに沿ったインタビューやアンケート

事業を実施し、１１月以降にその結果をまとめて３月の情報誌に掲載す

る。 

   

３ その他 

  今年度の委員会は毎月第２木曜日もしくは第３木曜日に、市役所と緑

が丘ふれあいセンターで交互に開催することとし、決定については委員

長と事務局に一任する。 

  第２回委員会は平成２７年７月１６日（木）午後６時から、緑が丘ふ

れあいセンターで開催する。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

◎印：委員長 

●印：委員 

□印：事務局 

 

 

議題１ 平成２７年度年間活動テーマについて 

 

● 昨年度は調布市の男女共同参画センター視察を行ったが、その結果を

どのような形で生かされているのか見えない。視察やアンケートを行

い、集計を取るだけでは意味はない。 

● デエダラまつりで実施したアンケート等も、結果を集計して委員会内

で共有しているだけである。 

□ 今年度は委員会の活動により得た成果や結果を、情報誌やホームペー

ジ等を通して市民に発信していくようにしたい。 

● 男女共同参画計画の推進状況について審議する機関はないのか。 

□ 庁内委員会を設置しているが、市民の意見を取り入れたいという意図

で、当委員会でも取り上げている。 

◎ 市民への発信を積極的に行いたい。 

● センターの自主事業への参加など、積極的な連携を図ってはどうか。
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定期的な意見交換や、センター職員に委員会を傍聴してもらうのも良い

のではないか。 

◎ 大きく捉えられるテーマにした方が、どのような事業にも対応できる

のではないか。 

● 委員会の立ち位置があいまいになってしまっている。センターの運営

や推進状況調査への提言をするのが役目なのか、新しい事業を作り上げ

るのが役目なのか、あいまいであると感じる。 

● 委員会の活動の結果がどのように反映されているのか報告が欲しい。

推進状況調査を行った結果、廃止や統合になった事業もあるようだが、

その中に委員会からの昨年度の意見がどのくらい生かされているのか分

からない。 

● ２年間の任期の２年目であり、今年度は昨年度の活動結果を踏まえて

シンポジウムなどの事業をしたらどうか。 

● シンポジウムを一つ開催するとなると、集客や広報等も含め相当な労

力を要する。委員は仕事を持ちながら当委員会に参画しており、割ける

時間も限られている。意見やアイデアを出すのは簡単だが、実際に開催

するのは非常に難しいのではないか。 

● 委員会が単独でシンポジウムを開催する必要があるのか。委員会の意

見をセンターの事業に取り入れてもらい、連携して講座を開催したら良

いのではないか。その方が、センターが持つノウハウを生かせるし、人

手も増える。 

● 委員は様々な団体から選出されているので、団体内でインタビューや

アンケートを行い、その結果を情報誌に掲載したり報告書として発信し

たら良いのではないか。活動の成果が形になっているのが分かるし、大

きな負担にもならない。 

◎ 「地域社会における男女共同参画の推進」をテーマとして、アンケー

トやインタビューの実施、センターとの連携を含めて幅広く活動してい

くということで良いか。 

 

-異議なし- 

 

 

議題２ 平成２７年度年間スケジュールについて 

 

□ 委員会の回数は最大で１０回以内としたい。昨年度のデエダラまつり

ではアンケートを実施したが、今年度は委員会の活動を紹介するブース

を出してはどうか。 

● デエダラまつりまでの期間で事業を一つ完成させ、発表できる態勢に

するのは期間が短く難しい。 

● 今年度のデエダラまつりはいつ開催されるのか。 

□ １０月３１日、１１月１日の二日間である。 

● 昨年同様、デエダラまつりはアンケートの実施等による情報収集の機

会にしてはどうか。その結果を情報誌に載せるのが良い。 

● 情報誌のスペースはどれくらい確保できるのか。 

□ 最大で１ページ程度かと思うが、詳細についてはセンターに確認す

る。 

◎ デエダラまつりまでは活動テーマに沿ったインタビューやアンケート

事業を実施し、１１月以降にその結果をまとめて３月の情報誌に掲載す

るというスケジュールで良いか。 
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-異議なし- 

 

 

 

その他  

 

□ 昨年度は１年間の委員会の開催日を最初に決めたが、次回以降の開催

日についてはどのように決めたら良いか。 

● 毎月第２木曜日もしくは第３木曜日とし、決定については委員長と事

務局に一任してはどうか。 

 

-異議なし- 

 

□ 開催場所も昨年同様、市役所とセンターの交互で良いか。 

 

-異議なし- 

 

 

◎ 第２回委員会は、平成２７年７月１６日（木）午後６時から、緑が丘

ふれあいセンターで開催するものとする。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


